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【町長・教育長】 

通告順 ６ 
質問 

議員 
久保議員 

質問 

項目 
新『町民体育館』を安心センター横に作り、集う空間にしよう。 

質問 

内容 

 

役場から『沼田町過疎地域持続的発展市町村計画』が提案された。２０

２１～２０２５年度の「産業の振興」には「夜高あんどん祭り継承事業」

が計画されていて頼もしい。が、しかし、これのみである。５８ページの

長大な計画にしては「産業の振興」案が薄すぎる。特に農業との相対的な

差は明らかだ。 

 とりわけ過疎地域は限られた財源でハード設備を行う場合は最大限の

効果に結び付けなければ、持続的発展が不可能だ。本計画では幌新温泉ほ

たる館の大規模改修が提案されてはいるが、「中心市街地商店街の活性化」

には「検討を行い」と書かれているのみであり、具体案に欠ける。 

 そこで、計画に書かれている「観光客の多くは夏期に集中しており」、

「体育館は耐震強度や耐用年数において問題を抱えている」現状を改善

し、「スポーツ活動などにおける交流人口の拡大」を目標に、１９７１年

の建設から今年で５０年を迎える町民体育館の新築を活用した政策効果

の考えを問う。 

 

１問 新『町民体育館』準備会の早急な設立が必要ではないか。 

 沼田町は少子化であっても実業団や選抜チームにスカウトされる生徒

を継続して輩出している。その環境に意識の高い保護者が多く、社会教育

の充実にもつながっている。まずは室内スポーツの種目ごとの町民アスリ

ートたちに集まっていただき、早急に意見をまとめる準備会が必要と考え

る。 

 

２問 学校教育には「小学校の体育館」、社会教育には新『町民体育館』

を。 

小学校の体育館の新設時に、中学校との複合施設化をどう図ったのか。 

もし中学校と社会教育の体育館が複合されると、オトナの利用率が下が

るのは明らかだ。また計画に書かれているように「町民体育館は、定期利

用団体による夜間利用が大部分を占めて」いるのであれば、アフター・ス

ポーツは自家用車で移動せずにファウンテン効果で近い料飲店で酒類が

楽しめ誰もが集える空間にすべきではないか。それが通年型の「産業の振

興」だ。 

 

３問 沼田町出身者が関わっている企業や、スポーツ実業団や、文化組織 

とネーミング・ライツや協賛などでコラボレーションをする準備はあるの

か。 

 



 

新「町民体育館」で中心地の活性化！ 

安心センターと、一体型にするか？ 

国道沿いで、道の駅にするか？ 

パーク・ゴルフ場

まで歩いて数分♪ 

公営住宅ニーズ

が、復活します♪ 

スポーツ後の料飲店

が、にぎわいます♪ 

 

 

 

外科医が近くにいる安心♪ 

カフェが近くある集える空間♪ 

ジムがあるスポーツマン・フレンドリー♪ 

ランド・マーク「再会の塔」♪ 

それとも・・・ 



 

 

 

 

 

▼黒松内町民体育館 竣工年度2016年 W造一部RC造 2階 2,551 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【建設前★黒松内町民の要望】 

・室内体育館の 2階のランニングコースに、段差無くスポーツマットを敷き詰めてほしい。 

↓ 

【建設後★黒松内町民の感想】 

・高齢者の方からはウォーキング・ランニング時にひざ等足腰に負担がかからなくて良いと好評です。 

・学生の方からは冬季間ハードルを並べて室内用スパイクで練習ができると喜ばれているようです。 

 

材料 集成材 カラマツ（後志産・南後志産） 

●町民だれもが生涯にわたりスポーツに親しみ、健康で心豊かに暮らすま

ちづくりを実現していくために、新たな健康づくりの拠点施設が欲しい。 

●災害時の緊急避難施設として活用できる機能が必要。 

●施設がバラバラではなくて、総合的な運動公園にすべき。 

●B&G 町民プールも併設して欲しい。 

●バスケットボールのコートが２面以上あれば大きな大会が招聘できる。 

●生徒の体育館への送り迎えが無くなる、もしくは楽になる位置がいい。 

●役場だけではなく、早い時期から町民の意見を聞いてほしい。 

すでに沼田町民から、 

こんな声が 

たとえば・・・ 

 

高齢化時代の町民体育館のニーズは？ 



 

室内スポーツの

町在住のアスリート♪

町民体育館の位置を工夫すれ
ば、活用の可能性が広がる♪

有機的に深化 地域力

教育

バスケッ
トボール

バレーボ
ール

バドミン
トン

卓球

福祉 観光

情
報
の
共
有
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個人では持続可能が厳しいのなら・・・ 

 

「体育スタッフ」に商品価値があります♪ 

・町民にスポーツの魅力を楽しく伝える能力を持つスタッフ。 

・それぞれが得意のスポーツや指導方法を、顔入りでアピール。 

・体育館は、体育スタッフと会える場所なのです。 

 

スポーツは、教育、

福祉、観光など町づ

くりの中心です！ 

新「町民体育館」準備会を作ろう！ 

体育館による町づくり♪ 


